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杏林大学医学部卒業生（女性）の現状に関するアンケート 

                         2016年3月 

【ご協力のお願い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）現在の専門 

（主な診療科名） 

（２つまで〇） 

１．内科（・一般  ・循環器  ・消化器  ・腎臓  ・内分泌  ・代謝  ・膠原病  

１．内科（・神経  ・血液  ・心療  ・その他 ) 

２．外科（・一般  ・心臓血管  ・呼吸器  ・消化器  ・乳腺  ・その他）  

３．小児科     ４．産婦人科    ５．救急      ６．麻酔科    ７．眼科  

８．皮膚科     ９．耳鼻咽喉科  10．泌尿器科  11．脳神経外科  

12．整形外科  13．精神科   14．放射線科   15．リハビリテーション科  

16．緩和ケア  17．在宅医療  18．公衆衛生   19．基礎医学  

20．その他（具体的に：                     ）  

（２）専門医等の 

取得の有無 

（ひとつに〇） 

１．希望した資格は取得している 

２．現在取得に向けて修練中  

３．将来的には取得したい  

４．取得したいとは思わない  

５．取得の機会がなかった 

６．その他：具体的に  

（                 ）  

（３）学位（博士） 

の有無 

（ひとつに〇） 

１．有（杏林大学）  

２．有（杏林大学以外）  

３．無  

（４）海外留学経験 

（ひとつに〇） 

１．1 年以上の海外留学経験がある   

２．1 年未満の海外留学経験がある  

３．海外留学経験はない  

ご自身のことについておたずねします。該当する番号に〇をつけてください。 

このアンケート調査は、平成26年度文部科学省 科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事

業（一般型）」の一環として、杏林大学医学部を卒業された女性の現状や就労上の課題等を把握し、今後の支

援に役立てる（学術的な研究を含む）ことを目的にしております。 

なお、調査の実施につきましては、株式会社リアセックに委託しております。回答は統計的に処理され個人

を特定されることはございません。また回答内容は、厳重な管理の下、情報保護に留意し外部に漏れることは

決してございません。調査の趣旨をご理解いただき、ご協力のほどよろしくお願い致します。 

＜記入上の注意＞ 

 調査時間は、全体で約 5分～10分です。 

 それぞれの設問をよくお読みいただき、ご回答ください。 

 ご回答は直接この冊子に、ボールペンまたは鉛筆でご記入ください。 

 ご記入が終わりましたら、同封の返送用封筒（切手不要）に入れて、3月 21日（月）までに、 

投函してください。 

  本アンケートについてご不明な点、ご質問等がございましたら、以下【問い合わせ先】までご連絡を 

お願いいたします。 

【問い合わせ先】〒105-0013 東京都港区浜松町 1-2-11 浜松町鈴木ビル 3F  

株式会社リアセック    担当：酒井  

TEL:03-6823-6138  e-mail：akitoshi.sakai@riasec.co.jp 

※回収業務は、株式会社リベルタス・コンサルティングが行います。 

 

 

TEL:03-6823-6138
mailto:akitoshi.sakai@riasec.co.jp
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（５）現在の状況についておたずねします。該当する番号に〇をつけてください。（複数回答可） 

＜働いている＞  

１．臨床医師として働いている  

２．研究者として働いている  

３．その他（具体的に：           

                   ）  

＜働いていない＞  

４．休業・休職中である（今後、就職する予定） 

５．働いていない（今後、就職する予定はない）  

６．その他（具体的に：             

                     ）  
 

P3「Ⅱ」【問７】へお進みください  

【問１】 現在の主な勤務先について、該当する番号にひとつ〇をつけてください。 

１．大学病院  

２．公的医療機関  

３．社会保険関係団体  

４．公益法人  

５．医療法人  

６．学校法人  

７．社会福祉法人  

８．医療生協  

９．企業  

10．個人  

11．その他  

（具体的に：        ） 
 
 

【問２】 勤務形態について、該当する番号にひとつ〇をつけてください。 

１．常勤  

２．非常勤（嘱託・パート・その他）  

３．短時間正職員   

４．開業・開設者 

５．研修医  

６．その他（具体的に：             ） 
 
 

【問３】 卒後トータルでの勤務年数（育休・休職等は除く）は何年ですか。数字をご記入ください。 

 
 

      年  

＜問４から問８は勤務形態に応じて該当する質問のみお答えください＞ 

 

【問４】 【問２】で「１．常勤」以外とお答えの方にお伺いします。 

お勤めの病院での勤務状況について、以下のA～Cそれぞれにご回答ください。 
  

A．勤務日数  

B．夜間の当直  

C．オンコール（待機当番/呼び出し）  

         日/週  

   有   ・   無  

   有   ・   無  
 
 

【問５】 【問２】で「１．常勤」以外とお答えの方にお伺いします。 

常勤以外の勤務形態で働く理由は何ですか。該当する番号にひとつ〇をつけてください。 

１．育児  

２．家庭  

３．家庭と育児   

４．介護 

５．雇用条件  

６．その他（具体的に：             ） 
 
 

【問６】 【問２】で「１．常勤」以外とお答えの方にお伺いします。 

将来希望する勤務形態は次のどれになりますか。該当する番号にひとつ〇をつけてください。 

１．常勤  

２．非常勤（嘱託・パート・その他）  

３．短時間正職員   

４．開業・開設 

５．仕事をしない  

６．その他（具体的に：             ） 

  

Ⅰ 就労状況についておたずねします。 
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【問７】 仕事を中断（休職）、離職した理由は何ですか。該当する番号にすべて〇をつけてください。 

１．留学   

２．自分の病気療養  

３．家族の病気  

 

４．介護  

５．家事  

６．出産  

 

７．子育て  

８．パートナーの転勤・留学等

９．その他  

（具体的に：        ） 
 
 

【問８】 仕事を中断（休職）、離職した期間はどのくらいですか。該当する番号にひとつ〇をつけてください。 

１．1 カ月未満    

２．1～6 カ月未満  

３．6 カ月～1 年未満  

４．1 年～２年未満 

５．2 年～３年未満  

６．3 年以上  
  

＜全員にお伺いします＞ 

【問９】 仕事を続けるうえで、必要だと思う制度や仕組み・支援対策はどのようなことですか。 

    （必要と考えるものに３つまで〇をつけてください） 

１．人員（医師）の増員             

２．複数主治医制度の導入など主治医制の見直し  

３．二交代制の勤務体制             

４．代替医師の配置（代診医師派遣制度の導入） 

５．宿直・日直の免除              

６．時間外勤務の免除              

７．短時間正社員制度の導入・拡充       

８．フレックス制度導入            

９．働きやすい部門へ配置転換         

10．託児所・保育園などの整備・拡充      

11．事業所内託児施設              

12．病児・病後児保育  

13．保育施設やベビーシッターの斡旋  

14．保育施設利用の際の保育料の助成  

15．ベビーシッター利用の際の費用補助  

16．放課後における学童施設充実  

17．パートナーの家事・育児等への参加  

18．在宅研修制度  

19．出産・育児休業取得者への職場復帰支援  

20．国の事業所への補助金制度整備・拡充  

21．診療報酬引き上げ、医療費の増額  

22．その他  

（具体的に：            

                   ）  
 
 

【問10 】 仕事と介護の両立を図るうえで、必要だと思う制度や仕組み・支援対策はどのようなことですか。 

     （必要と考えるものに３つまで〇をつけてください） 

１．老人保健施設・特別養護老人ホームなど     

介護施設の増設・増床   

２．人員 (医師 )の増員             

３．複数主治医制度の導入など主治医制度の              

見直し   

４．二交代制の勤務体制   

５．代替医師の配置（代診医師派遣制度の導入） 

６．宿直・日直の免除             

７．時間外勤務の免除             

８．短時間正社員制度の導入・拡充  

９．フレックス制度導入  

10．働きやすい部門への配置転換  

11．介護休暇取得者の職場復帰支援  

12．家政婦など利用者に対する費用の助成  

13．在宅研修制度  

14．介護休業所得者への職場復帰支援  

15．介護報酬の引き上げ、社会保障費の増額  

16．その他                     

（具体的に：               ） 

 

Ⅱ 仕事を中断（休職）、離職したことがある方におたずねします。 

Ⅲ 就労環境、仕事と家庭の両立等についておたずねします。 
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【問11】 女性医師として、どのような悩みをお持ちですか。該当する番号にすべて〇をつけてください。 

１．家事と仕事の両立  

２．プライベートな時間がない  

３．勉強する時間が少ない  

４．当直室・更衣室・休憩室な

ど施設整備の不備  

５．育児  

６．介護  

７．男性主導社会  

８．セクハラ・パワハラ  

９．パートナーの非協力・無理解  

10．パートナーの家族の無理解  

11．その他  

（具体的に：           

 ）  
 
 

【問12】 あなたは研究にどの程度取り組めていますか。該当する番号にひとつ〇をつけてください。 

１．十分に取り組めている   

２．まあまあ取り組めている  

３．あまり取り組めていない  

４．全く取り組めていない 

５．将来的には取り組みたい 

６．その他（具体的に：  

 

            ） 
 
 

【問13】 研究に取り組むにあたり不足していると思われるものは何ですか。該当する番号にすべて〇をつけてください。 

１．時間  

２．場所  

３．研究設備・機器  

４．自分の能力  

５．研究費  

６．共同研究者  

７．研究支援者       

８．指導者  

９．研究内容への理解者  

10．実験助手  

11．特にない  

12．その他（具体的に：    

 

 

            ）               
 
 

【問14】 杏林大学総合研修センターでは、①医師の（初期）臨床研修にかかわる業務、②病院職員を対象とした研修の 

企画と実施、③クリニカル・シミュレーション・ラボラトリーの管理運営を行っております。 

総合研修センターが、より充実するために必要だと思われることがありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 
 

【問15】 杏林大学では平成26年度に文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般

型）」に採択され、「男女共同参画推進室」を新たに設置しました。男女共同参画推進室に対する要望、ご意見、

提案等がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究環境についておたずねします。 

Ⅴ その他 
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【問16】 その他ご意見等がありましたら自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 以降は任意の質問です。差支えなければご回答お願い致します - 

（１）年齢 

（ひとつに〇） 

１．29 歳以下 

２．30～39 歳  

３．40～49 歳  

４．50～59 歳  

５．60～69 歳 

６．70 歳以上  

（２）卒業後年数 

（ひとつに〇） 

１．５年未満  

２．５～10 年未満  

３．10～15 年未満  

４．15～20 年未満 

５．20～25 年未満 

６．25 年以上  

（３）婚姻の状況 

（ひとつに〇） 

１．未婚（死別・離別含む）  

２．既婚（配偶者の職業：                 ）  

（４）お子様の人数と

末子の年齢 
     人  →  末子のお子様の年齢     歳  

※勤務されている方 

 

（５）役職 

（ひとつに〇） 

１．院長 

２．副院長  

３．部長・科長・医長  

４．医員  

５．教授 

６．准教授 

７．講師・助教  

８．その他（具体的に：        ） 

 

 

 

 

ご協力いただきありがとうございました。 

ご回答済アンケートは、同封の返送用封筒（切手不要）に入れて、3月 21日（月）までにご投函ください。 


